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１．はじめに

　2013年にDSM-5が制定されたことにより，「自閉性障
害」「アスペルガー障害」「特定不能の広汎性発達障害」
「小児期崩壊性障害」が自閉症スペクトラムという一つの

診断基準にまとめられた。そして，同時に診断基準に興
味・行動の問題として感覚の異常が加わった。この感覚
の異常は，従来からその困難さへの対処において重要と
考えられていたが，診断基準に加わったことにより更に
注目が集まっている。本研究では，この感覚の異常のな
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かでも感覚過敏に注目している。
　Bromley（2004）1）は，自閉症児71％に音に関する過
敏，54％に接触に関する過敏が見られたことを指摘して
いる。これは，自閉症のある者の感覚の異常が，その対
処において重要であることを示していると考えられる。
感覚過敏とは，特定の感覚刺激に対して苦痛を感じたり，
過度に否定的な反応を示し，そのような感覚刺激をしば
しば回避したり，過度に警戒したりすることである（高
橋ら，2008）2）。カメラのフラッシュなど強い光を極端
に嫌がるといった視覚過敏や，体に触られることに非常
に敏感であるといった触覚過敏などが挙げられる。川崎
ら（2003）3）は，広汎性発達障害児は健常児に比して全
般的に感覚偏倚が多く，触覚・聴覚は「快」にせよ「不
快」にせよ過敏が有意に多かったことを指摘している。
しかし，この感覚過敏は，自閉症スペクトラム児に限ら
れたことではない。前田ら（2011）4）は，保育所におい
て幼児が示す気になる行動の多くは，身体感覚の偏り
を背景として説明できると述べていることから，発達障
害の診断のない児にも感覚過敏があることが窺える。そ
して，感覚過敏は偏食とも大きく関係している。高橋ら
（2008）2）は，偏食の理由は様々であることを指摘してお
り，触感がダメという触覚過敏や色が気持ち悪くて食べ
られないという視覚過敏，揚げ物の匂いが嫌だという嗅
覚の問題もその理由として挙げている。そのため本研究
では，偏食についても感覚過敏の支援への視点として注
目している。そして，こういった感覚過敏は，早期に対
応することで，その過敏さを減少させられるという先行
研究もある。これらのことから，就学前や小学校におけ
る感覚過敏への支援が大切であるといえる。また，松田
ら（2019）5）は，感覚プロファイル短縮版を用いてASD
児者に特有の行動傾向がどのような感覚過敏・鈍麻と関
連するのかという研究において，「こだわりと認知の偏り」
が感覚過敏と関連することを明らかにしている。しかし，
感覚過敏による困難を示すのは，発達障害のある者だけ
ではない。例えば「雷の大きな音が怖い」といった過敏
さのある友人が青年期以降にもいることが予想される。
感覚過敏のみでは，就学や就労に大きな影響を及ぼすこ
とはあまりないが，それでも日常生活を過ごすなかで困
難さを感じることは多々あるだろう。そういった人への
支援についても考えていくことが必要である。
　本研究では，大学生を対象に調査を行っている。大
学生の感覚過敏への支援の視点を調査することで，学童
期やそれ以降の支援のあり方を考えることを目的として
行った。

２．方法

２．１　調査期間
　2020年 6月に実施した。

２．２　調査対象
　A国立大学教育学部の1年生（282名）を対象とした。

２．３　調査手続き
　対象学生にword書式で作成した文書をインターネット
上で配布し，回収した。

２．４　質問紙の構成
　質問紙の構成は以下の通りである。①現在，視覚過
敏・聴覚過敏・触覚過敏・嗅覚過敏・味覚過敏または偏
食があるかどうか。ある場合は，その強度がどれくらい
か，またどのように対応しているのか②小学生の頃に望
んでいた支援について③現在，友人に対してどのような
関わり方を望んでいるか④現在，周囲に感覚過敏のある
友人がいるか⑤もし，現在，周囲に感覚過敏のある友人
がいたとしたらどのように関わるか
　①は，太田（2010）を参考に，強度をない～とても強
いまでの5件法で，対応を，回避している～我慢してい
るまでの4件法で回答するように求めた。②，③，⑤は
自由記述で回答するように設問を設けた。また，質問紙
の冒頭に感覚過敏についての説明を加え，回答者全員が，
同一の感覚過敏に関する認識をするようにした。

２．５　倫理的配慮
　データを配布した際に，研究倫理を遵守し，得られた
データは統計的に処理し，個人が特定されることはない
ことを明記した。調査用紙への回答をもって調査ならび
に研究結果の発表について同意が得られたものとした。
そのうえで，個人情報に十分留意し，倫理的配慮を行っ
た。

３．結果

３．１　感覚過敏の有無について
　回収率は100％となった。得られた回答のなかで，無
記入のものを除いた274名を分析対象とした。現在，視
覚過敏・聴覚過敏・触覚過敏・嗅覚過敏・味覚過敏また
は偏食があると回答した者は，98名と全体の36％を占め
る結果となった（図1）。弱い～とても強いと答えた人数
が一番多かったのは，聴覚過敏である。その聴覚過敏の
強度の内訳は図２の通りである。また，周囲に感覚過敏
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のある人がいると回答したのは，全体の23％の62名だっ
た。

３．２　小学生の頃に望んでいた支援
　現在も何らかの感覚過敏があると回答した者に対し，
小学生の頃にどのような支援を求めていたか，自由記述
で回答を求めた。文章数の合計は，109となっている。
得られた回答を，大学教員1名と臨床心理学を専門とす
る大学院生2名によりKJ法で分析を行った。そのカテゴ
リーは以下の通りである。（1）刺激の減少（2）刺激の変
更（3）刺激の予告（4）過敏さへの理解（5）望んでい
なかった（6）その他の6つのカテゴリーに分類すること
ができた。その内訳は図4の通りである。刺激の減少や

刺激の変更など，過敏さが現れる刺激に対する配慮を望
んでいたという回答が全体の約半数を占めている。また，
「支援を望んでいなかった」という回答で構成されている
⑸望んでいなかったというカテゴリーも約3割を占める
結果となった。

３．３　現在，友人に望む関わり方
　小学生の頃に望んでいた支援についてと同様に，現在
友人にどのような関わり方を望んでいるか自由記述で回
答を求め，KJ法により分析を行った。その結果，（1）刺
激の減少（2）普段通り（3）過敏さへの理解（4）刺
激の予告（5）その他の5つのカテゴリーに分類するこ
とができた。内訳は図5の通りである。刺激の減少が 4
割以上を占める結果となった。また，小学生の頃望んで
いた支援と同様，特に望んでいない，普段通りに接して
ほしいという回答で構成されている（2）普段通りのカ
テゴリーも約2割を占めている。しかしその数は，小学
生の頃に望んでいた支援の回答数よりも減少する結果と
なった。

３．４　周囲の感覚過敏のある友人への接し方
　もし，現在，周囲に感覚過敏のある友人がいたとした
らどのように関わるか，回答者全員に自由記述で回答を
求めた。この自由記述は，フリーソフトKH coderを使用

図１　感覚過敏の有無（n=274）

図２　聴覚過敏の強度（n=274）

図３　周囲にいる感覚過敏と思われる人の有無（n=274）

図４　小学生の頃に望んでいた支援（n=109）

図５　現在，友人に求めている関わり方（n=111）
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して分析を行った（図6）。「本人」という言葉が多く抽
出されている。これは，「まずは本人に話を聞く」「本人
が嫌だと感じる刺激を減少させる」など，感覚過敏のあ
る本人主体に関わっていくという回答である。そして本
人の過敏を「理解」する，「知る」という回答も多く，そ
れに関する語が抽出される結果となった。その他にも，
刺激に関する具体的な対応の方法や本人の過敏さを知ら
ない自分以外の周囲の友人に過敏さについて伝えるなど，
他の友人との橋渡しをするというような関わり方も提案
されていた（抽出語は，伝える，友人など）。

４．考察

　全体の36％が，大学生の現在も何らかの感覚過敏また
は偏食があるという結果となった。その多さは聴覚過敏，
次いで視覚過敏，嗅覚過敏となっている。数に差はある
が，どの過敏さについても30名以上が過敏さがあると回
答しており，中には複数の過敏さがあると回答している
者もいた。この結果から，学童期を過ぎたあとも，過敏
さがなくならない者もいること，またその過敏さが複数
にわたり複雑な場合もあることが示唆された。
　小学生の頃に望んでいた支援は，KJ法により６つのカ
テゴリーに分類することができた。「刺激の減少」や「刺
激の変更」など，刺激を調整することが多く望まれてい
た。過敏さのある刺激に過度に接触し，その拒否感が強
くならないように支援をしていく必要がある。また，こ
の刺激を調整するのは，教員や保護者など周囲の大人が
行うことになるだろう。KJ法の結果にもある通り「過敏
さへの理解」も望まれていた。刺激を対処するためにも，
感覚過敏のある児童の過敏さを十分に理解し，対応でき

るようにしなければならないだろう。
　現在望まれている友人の関わり方もKJ法により５つ
のカテゴリーに分類することができた。こちらも「刺激
の減少」が多くを占めている。聴覚過敏であるなら大き
な声を出さないで欲しい，嗅覚過敏であれば強い香水を
しないで欲しいという回答が多く見られた。学童期を過
ぎて感覚過敏のある人が，どのような過敏さを持ちどの
ような刺激への拒否反応が強いのかということを周囲が
「理解」し，量などを調節できるような刺激は積極的に調
整するのが良いだろう。
　小学生の頃に望んでいた支援と現在望んでいる関わ
り方を比較してみると概ね同じカテゴリーとなっている。
ここで注目したいのは，小学生の頃に望んでいた支援の
「望んでいなかった」と現在望んでいる関わり方の「普段
通り」というカテゴリーである。これは，特に支援は必
要ない，普通に接してほしいという回答で構成されたカ
テゴリーである。割合を見てみると，「望んでいなかった」
は27％，「普段通り」は17％とその割合が減少している。
これは，感覚過敏のある者が自分自身の感覚過敏につい
て認識が明確になったことと，支援を求める姿勢が変化
したことによる違いだと考えることができる。まず，支
援を要請するためには，自分自身の感覚過敏が何である
のか，どのような刺激が嫌なのかという認識をする必要
がある。日々の生活のなかでそういった過敏さに関する
認識が深まったために，自分自身がどのような支援が必
要なのかということの認識もできるようになったのだろ
う。また，現在，周囲に感覚過敏のある友人がいたとし
たらどのように関わるかという回答をKH coderで分析し
た結果，感覚過敏のある本人主体の関わり方をするとい
う回答の特徴が分かった。このことからも，感覚過敏の
ある本人がどのような刺激に拒否感があるのか，どのよ
うな支援をしてほしいのかということを伝えられなけれ
ばならないことが分かる。しかし，小学生の頃は「周囲
になんと思われるだろう」「変な目で見られるかもしれな
い」という心配から周囲になかなか支援を求めることが
できないのではないだろうか。大学生になると伝え方の
スキルが上昇し，また情報を伝える相手を取捨選択でき
るようになることから，自分自身がどのような関わり方，
支援をしてほしいのかということを伝えやすくなると考
えられる。そのため，学童期における感覚過敏の支援を
考える際には，自分自身の感覚過敏に関して求める支援
を要求できない，支援して欲しいと言えない児童に対し
て，周囲の大人が代弁する，表現するなど，その支援が
実行されるように，教員やスクールカウンセラーなど周
囲の大人からアプローチする必要があるだろう。

図６　周囲に過敏さがある者いた時の支援について（n=519）
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５．おわりに

　本研究では，感覚過敏の支援に関する支援の認識を明
らかにし，学童期やそれ以降の支援のあり方を考えるた
めに，大学生を対象に調査を行った。 学童期以降も感覚
過敏のある者が一定数いることが明らかになった。また，
求める支援、関わり方のKJ法カテゴリーの違いから，学
童期における支援は，周囲の大人からのアプローチも必
要であることが示唆された。そして，もし周囲に感覚過
敏の者がいたら，まずは本人がどうして欲しいのか把握
することから支援を始めると考えている大学生が多いこ
とが分かった。
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